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USPTO、ソフトウエア特許の明確性向上プログラムの試行を開始  

 

2014 年 3 月 27 日  

JETRO NY  諸岡  

 

 

米国特許商標庁（USPTO）は3月26日、「Glossary P i lot  Program」と呼

ばれるソフトウエア特許の権利範囲の明確性を向上させるための試行プログラ

ムの開始を発表した 1。  

 

この試行プログラムは、昨年6月4日に出された大統領指令 2の「行政府にお

ける対応」の第2項目目に対応するものであり、リー副長官はプレスリリース 3に

おいて「権利範囲が明確に定義されることは、高コストの無用の訴訟を避けるこ

とができる。」と述べている。  

 

対象となる技術分野は、ソフトウエア関連、ビジネス方法関連。出願人は、明

細書中に用語定義のセクションを設け、定義を記載したうえで、嘆願書

（Pet i t ion）を提出する。当該出願が所定の様式・要件を満たし、TC2100、

TC2400、TC2600、TC3600（ビジネス方法のみ） 4に分類された場合、スペシ

ャルドケットとして扱われ、早期のファーストアクションが得られる 5。  

また、仮出願や再発行出願、意匠特許、植物特許等は対象外 6とされ、独立

クレームは4つまで、総クレーム数も30までに制限されている。  

 

この試行プログラムは6月2日から開始され、6ヶ月か200件のいずれか最初

に到達するまでとされているが、試行の延長もあり得るとされている。  

 

（了）  

                                                           
1  官報（3 月 27 日付）。発表自体は 3 月 26 日付プレスリリースにて行われている。  
2  2013 年 6 月 5 日付米国発特許ニュース：オバマ政権、パテントトロール対策を打ち
出す（PDF）参照。  
3  プレスリリース  
4  TC2100 : computer  arch i tec ture ,  so f tware  and  in fo rmat ion  se cur i ty  

  TC2400 :computer  networks ,  mul t ip lex  communicat ion ,  v ideo  d i s tr ibut ion ,  

and  secur i ty  

  TC2600 :communicat ions  

  TC3600 :bus iness  methods  area  on ly  
5
 F A 後は通常の案件と同様に扱われる。  

6
 一部継続出願は条件を満たした場合は可能。  

http://www.gpo.gov/fdsys/pkg/FR-2014-03-27/pdf/2014-06792.pdf
http://www.uspto.gov/news/pr/2014/14-08.jsp
http://www.jetro.go.jp/world/n_america/us/ip/news/pdf/20130605.pdf
http://www.jetro.go.jp/world/n_america/us/ip/news/pdf/20130605.pdf
http://www.uspto.gov/news/pr/2014/14-08.jsp

